
 
 

 

 
 
 

第
一
章 

生
活
共
同
体 

 

  

一
般
に
生
活
共
同
体
と
い
う
の
は
、
特
に
農
漁
村
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
相
互
に
依
存
し
合
い
、
相
互
扶
助
の
意
識
に
よ
り
結
ば

れ
て
生
活
し
て
い
る
集
団
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
そ
の
集
団
は 

家
族
・
チ
ュ
パ
ラ
（
血
族
）
・
パ
ラ
ヂ
（
血
族
・
婚
族
）
を
基
本
に

し
て
、
地
縁
・
交
際
等
に
よ
る
集
団
が
、
例
え
ば
「
家
造
り
」
や

「
砂
糖
製
造
」
な
ど
の
よ
う
な
目
的
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
冠
婚
葬
祭
」
、

「
シ
ニ
ュ
グ
祭
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
項
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
本
項
で
は
、 

民
俗
学
で
「
も
や
い
」
と
よ
ば
れ
る
共
同
な
ら
び
に
共
同
生
産
と
、

「
ゆ
い
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
労
力
交
換
に
つ
い
て
の
事
例
を
記
録

す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

  



 
 

 

一 

「
も
や
い
」
と
「
ゆ
い
」 

 

民
俗
学
で
は
、
共
同
で
生
産
す
る
集
団
の
形
態
を
、
出
資
を
し

て
相
互
扶
助
す
る
も
や
い
（
模
合
）
、
ゆ
い
（
交
換
共
同
制
）
、
手

伝
い
（
無
約
共
同
制
）
の
三
種
に
分
類
す
る
。
こ
れ
に
類
す
る
言

葉
に
は
与
論
島
で
は
「
ム
エ
ー
」
、「
ユ
イ
ケ
ー
」
、「
ユ
イ
タ
バ
ー
」

が
あ
る
。 

 

ム
エ
ー 

あ
る
事
に
つ
い
て
相
互
扶
助
す
る
寄
り
合
い
、
労
力

の
交
換
を
意
味
す
る
。 

 

ユ
イ
ケ
ー 

互
い
に
寄
り
掛
か
る
。
物
や
労
力
を
分
け
合
う
。 

労
力
の
交
換
と
と
も
に
、
物
品
で
も
相
互
扶
助
す
る
。 

 

ユ
イ
タ
バ
ー 

ユ
イ
ケ
ー
と
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、
主
と
し
て

労
力
交
換
の
意
味
が
強
い
。 

 

右
に
挙
げ
た
言
葉
で
わ
か
る
よ
う
に
、
与
論
に
は
本
来
模
合
は

な
く
、
交
換
共
同
制
と
無
約
共
同
制
が
行
わ
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
に

事
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。 

 
 

 

家
造
り
ム
エ
ー 

 

家
造
り
は
、
最
も
典
型
的
な
ム
エ
ー
で
あ
っ
た
。
屋
根
は
ス
ス

キ
（
ギ
シ
キ
）
で
葺フ

か
れ
た
か
ら
、
ギ
シ
キ
刈
り
、
運
搬
を
は
じ

め
、
屋
根
葺
き
ま
で
労
働
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま

た

物

品

の

扶

助

で

は

縄

が

交

換

さ

れ

、

五

十

尋ヒ
ロ

を

一

把

チ
ュ
マ
ガ
イ

と 

い
っ
て
、
幾
把
か
当
家
に
持
参
し
た
。
そ
の
数
は
自
家
に
持
参
し

た
の
を
記
憶
し
て
い
て
、
そ
の
数
だ
け
返
す
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。 

 

そ
の
他
、
酒
一
升
・
米
二
升
・
南
瓜

カ
ボ
チ
ャ

三
個
と
か
当
家
に
持
参
し

た
。
そ
れ
も
大
体
自
家
に
も
ら
っ
た
分
量
を
基
準
と
し
た
。 

 

次
に
、
Ｓ
家
の
家
造
り
の
際
の
（
昭
和
十
四
年
十
一
月
九
日
記

帳
）
物
品
扶
助
の
事
例
を
挙
げ
る
。 

 

ア
家 

縄
タ
マ
ガ
イ 

 

豆
腐
豆
一
升 

 

イ
家 

縄
チ
ュ
マ
ガ
イ 

大
根
タ
ク
ビ
ー 

 

 

ウ
家 

縄
ミ
マ
ガ
イ 

 

麦
二
升 

 

 

エ
家 

縄
タ
マ
ガ
イ 

 

籾
四
升 

 

オ
家 

縄
ミ
マ
ガ
イ 

 

南
瓜
（
大
）
一
個 

味
噌
一
丸 

 

カ
家 

縄
ミ
マ
ガ
イ 

 

籾
五
升 

シ
ブ
イ
二
個 

 
キ
家 

縄
チ
ュ
マ
ガ
イ 

海
水
一
桶 

 

 

ク
家 
縄
タ
マ
ガ
イ 

 

ケ
家 

縄
チ
ュ
マ
ガ
イ 

竹
チ
ュ
マ
ル
キ 

Ｓ
家
の
パ
ラ
ヂ
九
戸
か
ら
は
、
次
の
物
品
が
持
参
さ
れ
た
。 

(一 )  

 



 
イ
家 

縄
ユ
マ
ガ
イ 

籾
一
斗 

豆
腐
豆
二
升 

干
魚
五
匹 

 

口
家 

縄
タ
マ
ガ
イ 

籾
八
升 

豆
腐
二
箱 

干
魚
三
匹 

 

ハ
家 
縄
タ
マ
ガ
イ 

籾
五
升 

麦
二
升 

豆
腐
一
箱 

 

二
家 

縄
イ
チ
マ
ガ
イ 

ナ
ル
カ
ン
二
個 

麦
二
升 

 

ホ
家 

コ
ン
ブ
三
束 

豆
腐
一
箱 

味
噌
一
丸 

 

へ
家 

ウ
ド
ン
八
把 
麦
二
升 

 

卜
家 

縄
ミ
マ
ガ
イ 

干
魚
三
匹 

シ
ブ
イ
三
個 

 

チ
家 

豆
腐
豆
一
升 

ナ
ル
カ
ン
一
個 

シ
ブ
イ
二
個 

 

リ
家 

コ
ン
ブ
二
束 

ウ
ド
ン
五
把 
大
豆
二
升 

 

以
上
、
ム
エ
ー
の
九
戸
と
パ
ラ
ヂ
九
戸
で
、
Ｓ
家
の
家
造
り
の

労
力
の
交
換
と
物
品
の
扶
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
家
は
、
ス
ス

キ
刈
り
か
ら
屋
根
葺
き
ま
で
の
労
働
日
数
や
物
品
を
記
憶
し
て
い

て
、
ム
エ
ー
家
の
家
造
り
の
際
に
返
す
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
二
日
労
力
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
が
、
事
情
に
よ
っ 

て
一
日
し
か
出
労
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
一
日
分
の
労
働
量
を

金
銭
に
換
算
し
て
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ 

長
期
の
日
数
を
必
要
と
す
れ
ば
、
前
に
交
換
し
た
日
数
に
こ
だ
わ

ら
ず
出
労
す
る
連
帯
感
で
結
ば
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

 

最
近
の
家
屋
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
瓦
・
ト
タ
ン
屋
根
に
変
わ 

り
、
専
門
職
が
請
け
負
っ
て
造
ら
れ
、
人
数
を
必
要
と
す
る
の
は 

棟
上
げ
だ
け
で
あ
り
、
従
来
の
家
造
り
ム
エ
ー
は
徐
々
に
衰
退
し 

て
い
る
。 

 
 

 

砂
糖
ム
エ
ー 

 

従
来
の
与
論
島
の
農
業
は
常
食
に
す
る
甘
藷
（
ウ
ン
）
作
・
米 

作
、
商
品
作
物
と
し
て
の
甘
藷
作
・
藺イ

作
、
そ
れ
に
畜
産 

（
牛
・ 

豚
）
等
で
、
そ
の
う
ち
ム
エ
ー
の
形
態
の
も
の
は
砂
糖
製
造
で
あ 

る
。 

 

与
論
島
は
人
口
密
度
が
極
め
て
高
く
、
一
戸
当
た
り
の
経
営
面 

積
が
零
細
で
、
富
農
は
あ
る
が
豪
農
に
位
す
る
地
主
が
存
在
し
な 

い
。
し
た
が
っ
て
地
主
と
小
作
の
複
雑
な
関
係
は
な
く
、
狭
い
な 

が
ら
も
一
戸
一
戸
が
自
作
農
と
し
て
の
営
み
を
し
た
。 

 

常
食
と
し
て
の
甘
藷
は
、
い
つ
で
も
降
雨
の
お
り
に
植
え
付
け 

ら
れ
る
し
、
米
作
も
自
家
労
力
で
十
分
足
り
、
水
田
の
広
い
富
農 

で
植
え
付
け
の
手
伝
い
を
も
ら
う
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
農
作
業
の 

う
ち
砂
糖
製
造
だ
け
は
ム
エ
ー
を
必
要
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ 

の
理
由
と
し
て
次
の
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

○
砂
糖
製
造
に
は
砂
糖
車
等
の
資
本
装
備
が
必
要
で
あ
り
、
少 

 

量
を
製
造
す
る
家
で
施
設
・
設
備
を
整
え
る
こ
と
は
経
営
上
不 

(二）  



 
利
で
あ
り
、
ま
た
負
担
が
大
き
い
。 

 

○
作
業
内
容
が
、
伐
採
・
運
搬
・
圧
搾
・
釜
た
き
等
の
過
程
に 

 

多
く
の
労
力
を
必
要
と
す
る
。 

 

砂
糖
ム
エ
ー
は
、
二
、
三
戸
が
普
通
で
、
親
類
あ
る
い
は
耕
作 

地
の
隣
接
関
係
で
結
ば
れ
た
。
施
設
・
設
備
は
本
来
共
有
は
少
な 

く
、
所
有
者
を
中
心
に
ム
エ
ー
を
組
ん
で
い
た
が
、
後
年
に
な
っ 

て
共
有
す
る
傾
向
に
移
り
、
十
数
戸
共
用
の
製
糖
場
が
出
現
し
た
。 

 

共
同
作
業
期
間
中
の
生
活
は
、
面
積
・
製
造
量
の
多
少
に
関
係 

な
く
ム
エ
ー
の
全
家
族
（
老
若
男
女
）
で
、
一
家
族
の
よ
う
な
人 

間
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
。 

 
 

 

海 ウ
ン

ム
エ
ー 

 

海
ム
エ
ー
は
、
漁
労
の
た
め
の
共
同
体
で
、
舟
の
所
有
者
を
中 

心
と
し
、
ま
た
は
舟
を
共
有
し
て
漁
獲
を
す
る
小
人
数
の
ム
エ
ー 

で
あ
る
。 

 

遠
海
の
漁
場
に
出
る
漁
労
に
は
、
イ
カ
釣
り
・
サ
ワ
ラ
釣
り
・ 

サ
ワ
ラ
突
き
・
パ
ン
ナ
ガ
釣
り
・
ト
ビ
ウ
オ
捕
り
等
が
あ
る
。
太 

平
洋
戦
争
前
の
サ
バ
ニ
を
手
漕コ

ぎ
し
た
頃
は
、
舟
は
個
人
所
有
し 

て
い
て
も
漕
ぎ
手
が
必
要
で
、
三
、
四
名
の
仲
間
を
つ
く
っ
た
。 

 

漁
獲
物
は
共
有
で
平
等
に
分
配
さ
れ
る
が
、
舟
や
漁
具
（
綱
） 

が
個
人
所
有
の
場
合
は
プ
ニ
ダ
マ
シ
（
舟
の
分
）
、
ア
ン
ダ
マ
シ
（
網 

の
分
）
と
い
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
分
を
分
配
す
る
場
合
も
あ
っ 

た
。 

 

漁
師
仲
間
は
、
個
人
所
有
・
共
有
と
も
に
旧
暦
正
月
二
日
に
仲 

間
で
舟
祭
り
を
し
て
海
上
の
安
全
を
祈
り
、
ま
た
舟
の
外
部
に
フ 

カ
油
を
塗
る
共
同
作
業
を
し
た
。 

  
 

二 

生
活
共
同
体
の
意
識 

 

生
活
上
の
連
帯
意
識
を
表
す
も
の
に
浜
人

パ
マ
ニ
ン

が
あ
っ
た
。
パ
マ
ニ 

ン
と
い
う
の
は
、
老
弱
者
・
婦
女
子
・
病
気
等
で
漁
労
に
出
ら
れ 

な
い
人
等
が
、
出
漁
の
時
の
手
伝
い
や
、
出
漁
者
が
浜
に
帰
っ
て

来
た
時
に
舟
を
洗
っ
た
り
、
網
・
綱
の
始
末
を
し
た
り
、
出
漁
者 

の
家
庭
を
回
っ
て
弁
当
を
持
参
す
る
な
ど
し
て
、
漁
獲
物
の
分
配 

を
受
け
る
の
を
い
う
。 

 

麦
屋
地
方
で
は
昭
和
十
年
頃
ま
で
こ
の
風
習
が
残
っ
て
い
た
よ 

う
で
あ
る
。
パ
マ
ニ
ン
に
配
分
さ
れ
る
量
は
、
漁
獲
高
に
よ
る
が
、 

出
漁
者
に
配
分
さ
れ
る
量
の
二
分
の
一
、
ま
た
は
三
分
の
一
ほ
ど 

で
あ
っ
た
。
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
昔
は
二
～
四
人
の
出
漁
者
の 

場
合
も
パ
マ
ニ
ン
が
い
た
と
い
う
が
、
昭
和
十
年
頃
に
な
る
と
二 

(三 )  



十
人
以
上
の
集
団
で
漁
獲
す
る
場
合
に
、
わ
ず
か
に
パ
マ
ニ
ン
の 

姿
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
の
風
習
に
つ
い
て
古
老
は
「
海
は
す
べ
て
の
人
の
所
有
で
あ 

り
、
海
か
ら
と
れ
た
も
の
は
す
べ
て
人
に
分
け
前
が
あ
る
、
と
昔 

の
人
は
考
え
て
い
た
。
そ
れ
で
、
老
弱
・
女
子
供
で
も
浜
で
力
に 

応
じ
て
手
伝
い
を
す
れ
ば
、
一
人
前
ま
た
は
半
人
前
の
分
け
前
が 

あ
る
も
の
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
海
の
も
の
は
す
べ
て
の
人
の
も
の
と
い
う
考
え 

方
が
昔
か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
根
本
は
、
や
は
り
と
も
に 

生
き
る
と
い
う
心
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
、
生
活
共
同
体
の
結
び
と
し
て
、
そ
の
構
造
を
図
示
し
て 

み
る
こ
と
に
す
る
。 

図
説 

Ａ 

パ
ラ
ヂ
共
同
体
は
、
チ
ュ
パ
ラ
を
含
み
、
生
活
共
同
体
の
中 

 
 

核
と
な
る
。 

Ｂ 

パ
ラ
ヂ
共
同
体
に
対
し
て
、
Ｂ
は
他
人
と
の
関
係
に
な
る
が
、 

 
 

精
神
的
・
物
質
的
（
労
力
を
含
む
）
に
相
互
扶
助
が
な
さ
れ 

 
 

る
。
ま
た
Ｂ
は
、
独
立
し
て
営
ま
れ
る
こ
と
を
示
す
。 

Ｃ 

共
同
体
の
構
成
は
、
パ
ラ
ヂ
と
パ
ラ
ヂ
外
（
他
人
）
の
複
合 

 

型
が
普
通
で
あ
る
。 

Ｄ 

共
同
体
（
ム
エ
ー
）
は
社
会
連
帯
意
識
に
と
り
ま
か
れ
て
い 

 

る
。
社
会
連
帯
意
識
の
中
で
ム
エ
ー
は
営
ま
れ
る
。 

   
 

 

   



   
 

第
二
章 

生
産
技
術
の
慣
行
と
防
災 

 
 

 
 

一 
 

農 
 

業 

 
 

 

稲
（
マ
イ
）
作 

 

与
論
島
の
米
作
は
、
池
の
水
を
利
用
す
る
地
帯
、
井
戸
水
の
流 

れ
る
湿
地
、
ア
ブ
ブ
か
ら
流
れ
出
る
地
域
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
水 

田
が
天
水
を
利
用
し
た
。
川
や
池
の
水
を
利
用
し
て
水
利
灌
漑
が 

施
さ
れ
て
い
る
地
方
で
は
、
乾
田
が
上
田
で
湿
田
は
下
田
と
さ
れ 

て
い
る
が
、
天
水
利
用
の
与
論
島
で
は
シ
チ
ャ
ミ
ン
タ 

（
湿
田
） 

を
上
田
と
し
て
い
た
。 

 

苗
半
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
苗
代
は
稲
作
の
基
本
と
さ
れ
る 

が
、
水
も
ち
の
よ
い
ノ
ー
シ
ュ

（

ス

）

ー
（
苗
代
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と 

が
望
ま
れ
た
。 

 

１ 

品 
 

種 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
ヤ
ン
バ
ル
マ
イ
・
ス
ー
ニ
マ
イ 

 

在
来
種
の
ウ
プ
ニ 

（

粳
ウ
ル
チ

） 

で
昭
和
七
、
八
年
頃
ま
で
つ
く
ら
れ
た
。 

○
ジ
ッ
コ
ー
マ
イ
（
ジ
コ
ー
マ
イ
） 

昭
和
八
、
九
年
頃
か
ら
作 

ら
れ
、
収
量
が
多
く
味
が
よ
い
と
い
わ
れ
た
。 

○
奥
羽
一
号 

昭
和
十
三
、
四
年
頃
か
ら
作
ら
れ
、
収
量
は
ジ
コ
ー 

マ
イ
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。 

○
愛
国 

昭
和
十
四
、
五
年
か
ら
作
ら
れ
、
収
量
は
奥
羽
一
号
と 

同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
で
愛
国
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。 

〇
ヤ
マ
ジ
早
生 

太
平
洋
戦
争
後
作
ら
れ
た
品
種
で
、
三
十
九
、 

四
十
年
頃
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。 

○
コ
シ
ジ
早
生 

昭
和
三
十
九
年
頃
か
ら
作
ら
れ
、
収
量
の
多
い 

品
種
で
あ
っ
た
が
、
全
般
的
に
稲
作
を
し
な
く
な
っ
た
五
十
五
年 

頃
ま
で
作
ら
れ
た
。 

○
ク
ル
グ
マ
イ 

在
来
の
糯モ

チ

（
ム
チ
ニ
マ
イ
）
で
、
収
量
が
低
か
っ 

た
。 

 

２ 

稲
の
栽
培
慣
行
（
昭
和
十
四
年
頃
ま
で
） 

 

栽
培
技
術
は
、
先
進
的
な
農
家
と
旧
式
の
方
法
を
遅
く
ま
で
続 

け
た
農
家
も
あ
る
の
で
一
般
的
な
記
述
に
と
ど
め
る
。 

 
 

 

本

田

の

準

備 

 

本
田
に
水
を
た
め
、
縦
横
に
荒
鋤ス

キ

を
し
、
そ
の
後
縦
横
に
マ
タ 

鋤
（
再
度
鋤
）
を
す
る
。
そ
の
際
緑
肥
と
し
て
蘇
鉄
葉
を
入
れ
て 

鋤

き

込

む

こ

と

も

あ

る

。

鋤

跡

を

知

る

方

法

と

し

て

約

一

・

三 

(一 )  



メ
ー
ト
ル
の
竹
棒
を
立
て
て
目
印
に
し
、
鋤ス

き
残
し
が
な
い
よ
う 

に
す
る
。
こ
の
目
印
の
竹
棒
を
マ
ニ
グ
シ
（
標
の
棒
）
と
い
う
。 

 

鋤
跡
の
細
土
は
ウ
マ
ガ
（
ま
ん
が
）
で
田
の
面
を
通
し
（
明
治 

の
頃
は
ウ
マ
ガ
は
使
わ
な
か
っ
た
と
も
い
う
）
、
植
え
付
け
前
日 

か
直
前
に
イ
シ
ビ
キ
（
石
引
き
）
で
地
な
ら
し
を
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 

石
引
き
は
、
図
の
よ
う
に
細
長
い
石
に
手
を
加
え
た
も
の
、
お 

よ
そ
同
じ
太
さ
の
穴
の
開
い
た
四
、
五
個
の
小
石
に
心
棒
を
通
し 

た
も
の
、
小
石
を
横
棒
に
く
く
り
つ
け
た
も
の
等
と
工
夫
が
な
さ 

れ
て
い
る
。 
 

 
 

 

 
 

ノ

ー

シ

ュ

（

ス

）

ー

（

苗

代

） 

 

ノ
ー
シ
ュ
ー
は
前
記
の
よ
う
に
水
利
の
よ
い
水
田
、
水
も
ち
の 

よ
い
水
田
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る
。
種
お
ろ
し
（
種
ま
き
） 

ま
で
の
作
業
は
本
田
の
作
業
と
同
じ
で
あ
る
が
、
細
士
と
地
な
ら 

し
は
、
本
田
よ
り
念
を
入
れ
て
フ
ナ
シ
（
こ
な
す
・
ど
ろ
ど
ろ
に 

す
る
）
す
る
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
た
。 

 
 

選

種

と

芽

出

し 

 

選
種
は
、
大
正
の
中
頃
ま
で
充
実
し
た
穂
を
選
ん
で
コ
ギ
（
シ 

ギ
）
箸
で
こ
ぎ
取
り
、
ま
た
は
抜
穂
を
し
て
コ
ギ
箸
で
こ
ぎ
と
っ 

た
。
大
正
中
頃
に
千
歯
こ
き
が
出
現
し
て
か
ら
、
種
籾
に
す
る
穂 

は
選
抜
さ
れ
た
。 

 

選
ん
だ
種
籾
は
十
分
日
干
し
し
た
あ
と
フ
ブ
キ
に
入
れ
、
湿
気 

 
 

が
な
く
鼠
害

ソ

ガ

イ

の
な
い
場
所
に
つ
る
し
て
お
く
。
こ
の
方
法
は
明
治 

前
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
各
農
家
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
、 

  
 

 
 

 

 



六
年
に
な
る
と
次
第
に
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
フ
プ
キ
に
よ
る
種 

籾
の
貯
蔵
は
適
切
な
生
活
の
知
恵
で
あ
っ
た
。 

 

種
籾
は
、
水
に
入
れ
て
浮
い
た
シ
ラ
を
除
く
と
い
う
方
法
が
従 

来
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
海
水
選
・
塩
水
選
が
普
及 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

芽
出
し
は
、
二
昼
夜
、
井
戸
端
ま
た
は
水
田
等
の
清
水
に
浸
し 

て
お
き
、
水
か
ら
引
き
上
げ
て
十
二
、
三
日
で
三
、
四
分
の
長
さ 

に
芽
を
出
さ
せ
る
の
が
良
い
と
さ
れ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
短
い
芽
が 

良
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
日
ほ
ど
浸
種
し
て
お
い
て
蒔
き 

付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
老
の
話
に
よ
る
と
明
治
末
年
の
頃
は
、 

五
分
ぐ
ら
い
芽
を
出
し
た
と
き
種
ま
き
す
る
も
の
だ
っ
た
い
う
。 

 

た
ま
た
ま
寒
期
に
入
っ
て
芽
出
し
が
遅
く
発
芽
が
不
ぞ
ろ
い
に 

な
る
と
き
は
、
か
ま
ど
の
近
く
に
置
い
た
り
、
微
温
水
を
か
け
た 

り
、
保
温
の
た
め
布
団
等
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
お
ろ
し
（
播
種

ハ

シ

ユ

） 

 

種
籾
の
芽
出
し
が
短
い
方
向
に
進
ん
で
き
た
の
は
、
水
を
た
め 

た
ま
ま
蒔
く
の
で
芽
が
長
い
と
水
の
動
き
で
浮
動
す
る
こ
と
、
そ 

れ
に
短
棚
苗
代
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

種
お
ろ
し
は
、
適
当
と
さ
れ
る
長
さ
に
芽
が
出
た
と
き
、
左
わ 

き
に
種
を
入
れ
た
ざ
る
を
か
か
え
、
右
手
で
ふ
ん
わ
り
と
種
を
つ 

か
み
、
畦ア

ゼ

に
立
っ
て
投
げ
ま
き
し
た
。
水
の
深
さ
は
、
芽
の
出
が 

短
く
な
る
に
つ
れ
て
浅
水
が
良
い
と
さ
れ
た
。
水
面
が
濁
っ
て
い 

た
り
、
風
が
吹
い
て
水
面
が
波
立
つ
と
、
種
籾
の
分
散
す
る
状
態 

が
見
え
な
い
の
で
、
晴
天
無
風
の
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

種
お
ろ
し
の
時
期
は
、
品
種
に
よ
り
多
少
の
前
後
は
あ
る
が
、 

大
体
旧
暦
九
月
末
日
頃
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
種
つ
け
（
浸
水
） 

は
そ
れ
よ
り
十
二
、
三
日
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
 

田

植

え 

 

植
え
付
け
準
備
は
、
前
記
の
よ
う
に
ア
ラ
シ
キ
・
マ
タ
シ
キ
・ 

フ
ナ
シ
の
順
序
で
行
わ
れ
る
。
苗
を
「
ネ
エ
ー
」
と
よ
び
、
節
の 

あ
ろ
（
節
が
あ
が
る
と
い
う
）
伸
び
た
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、 

昭
和
十
二
、
三
年
頃
か
ら
小
苗
を
奨
励
し
た
。
伸
び
た
苗
が
良
い 

と
さ
れ
た
の
は
、
天
水
を
利
用
す
る
た
め
水
を
多
く
保
っ
て
お
か 

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
植
え
方
は
、
風
の
吹
く
方
向
を
背
に
し
て
、
ア
ブ
シ
（
畦
）
の 

方
向
か
ら
植
え
て
後
に
さ
が
る
無
正
条
植
え
で
あ
っ
た
。
正
条
植 

え
は
昭
和
十
年
代
に
先
進
農
家
で
一
部
実
施
さ
れ
た
が
、
戦
時
中 

は
労
力
不
足
の
た
め
進
展
せ
ず
、
一
般
農
家
に
普
及
す
る
よ
う
に 



な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
頃
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

本

田

の

管

理

と

作

業 

 

水

利

の

よ

い

地

方

に

お

い

て

は

本

田

の

管

理

は

水

掛

け

と

除 

草
・
中
耕
を
行
う
が
、
ほ
と
ん
ど
が
乾
田
で
あ
る
与
論
島
は
、
草 

 
 

取
り
と
稗ヒ

エ

取
り
が
主
な
作
業
で
あ
っ
た
。 

 
 

収

穫

と

調

整 

 

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
土
手
や
原
野
に
地
乾
で
日
干
し
し
た
後
、 

脱
穀
し
た
。
脱
穀
の
方
法
は
、
大
正
中
頃
ま
で
ク
ダ
ハ
シ
（
管
箸
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
使
っ
て
い
た
が
、
大
正
中
ご
ろ
ハ
ニ
ク
ダ
（
鉄
管

ハ
ニ
ク
ダ

・
千
歯
こ
き
） 

が
入
り
、
脱
穀
の
能
率
が
高
ま
っ
た
。
昭
和
十
年
前
後
に
足
踏
み 

脱
穀
機
が
入
る
よ
う
に
な
り
近
代
化
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ク
ダ
ハ
シ
で
の
脱
穀
は
一
日
約
二
、
三
斗
、
ハ
ニ
ク
ダ
で
は
約 

四
、
五
俵
、
足
踏
み
脱
穀
は
約
二
十
俵
前
後
の
脱
穀
が
な
さ
れ
た
。 

 
 

 

 

調
製
用
に
は
「
ニ
ン
ブ
ー
」
と
い
う
特
製
の

蓆
ム
シ
ロ

が
使
用
さ
れ
、 

 
 

 

脱
穀
し
た
籾
を
こ
の
上
に
置
き
、
柄
を
付
け
た
木
槌ヅ

チ

で
軽
く
つ
い 

て
脱
毛
し
た
。
脱
毛
用
の
木
槌
の
材
は
、
軽
い
ガ
ジ
マ
ル
の
木
を 

利
用
し
た
。
籾
俵
は
各
戸
で
藁
で
編
み
、
容
量
は
一
般
に
四
斗
入 

り
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

麦
（
ム
ギ
）
作 

 

栽
培
さ
れ
た
麦
の
種
類
は
、
イ
ニ
ャ
ム
ギ
（
小
麦
）
・
ペ
ー
ム 

ギ
（
大
麦
）
・
バ
ダ
ー
ム
ギ
（
裸
麦
）
で
、
も
っ
ぱ
ら
畑
に
作
付 

け
さ
れ
た
。 

 

１ 

種
ま
き
（
旧
暦
九
月
上
・
中
旬
） 

 

麦
作
は
栽
培
作
物
の
う
ち
最
も
省
力
的
方
法
で
栽
培
さ
れ
た
。 

畑
を
縦
横
に
す
き
、
波
状
に
な
っ
た
す
き
跡
に
撒
播
し
た
。
播
種 

量
は
畑
の
面
積
に
よ
っ
て
一
升
ま
き
・
二
升
ま
き
と
見
当
が
つ
け 

ら
れ
て
お
り
、
一
升
ま
き
の
面
積
は
約
二
畝
で
あ
る
。 

 

覆
土
は
麦
屋
地
方
に
お
い
て
は
、
葉
を
付
け
た
ア
ダ
ニ
（
た
こ 

の
木
）
の
幹
に
縄
を
結
び
人
力
で
引
き
回
し
、
す
き
目
に
種
を
落 

と
し
て
覆
土
し
た
。 

(二 )  



 
２ 

脱
穀
・
調
製
（
旧
暦
二
～
三
月
） 

 

脱
穀
は
、
麦
穂
を
た
た
き
つ
け
て
脱
粒
す
る
台
を
造
り
（
特
定 

の
麦
打
ち
台
は
な
か
っ
た
）
、
両
側
に
雨
戸
か
蓆
を
た
て
ま
わ
し 

て
飛
び
散
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
脱
穀
し
た
。 

 

ま
た
は
、
海
か
ら
採
取
し
た
チ
ブ
ル
石
に
穂
を
こ
す
り
つ
け
て 

脱
粒
す
る
と
か
、
粗
目
の
ザ
ル
を
伏
せ
て
そ
れ
に
こ
す
り
つ
け
る 

と
い
う
方
法
で
脱
穀
し
た
が
、
稲
用
の
足
踏
み
脱
穀
機
が
導
入
さ 

れ
て
か
ら
は
麦
も
脱
穀
機
を
使
用
し
た
。 

 
 

 

粟
（
オ
ー
）
と
モ
ロ
コ
シ
（
ト
ー
ギ
ン
） 

 

粟 ア
ワ

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
旧
暦
二
月
上
旬
（
ウ
リ
ジ
ン
の
頃
）
に 

種
を
ま
き
、
旧
暦
四
月
に
植
え
、
七
月
に
収
穫
し
た
。 

 

粟
は
苗
を
育
て
て
お
き
、
甘
藷
を
収
穫
し
た
跡
地
に
植
え
る
か
、 

ま
た
は
畑
に
ま
い
て
お
き
、
適
当
に
間
引
い
た
。 

 

粟
の
収
穫
は
立
毛
を
穂
首
か
ら
摘
み
と
り
、
日
干
し
し
て
俵
に 

入
れ
収
納
し
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
、
木
臼ウ

ス

で
つ
い
て
脱
粒
調
製 

し
た
。
ウ
プ
ニ
（
う
る
ち
）
と
ム
チ
ニ
（
も
ち
）
が
あ
っ
た
。 

 

モ
ロ
コ
シ
（
蜀
黍
）
は
粟
畑
に
混
作
す
る
と
か
、
畑
作
の
周
囲 

に
植
え
る
か
し
た
。
収
穫
は
粟
と
同
じ
よ
う
に
穂
首
か
ら
切
り
取 

り
、
鎌
の
背
で
穂
粒
を
こ
ぎ
落
と
し
、
乾
燥
し
た
後
か
ま
す
に
入 

れ
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
木
臼
で
つ
い
て
調
製
し
た
。 

 
 

 

大
豆
（
豆
腐
マ
ミ
） 

 

大
豆
の
こ
と
を
豆
腐
豆
と
よ
ん
だ
。
豆
類
は
ほ
と
ん
ど
旧
暦
二 

 
 

 

月
上
旬
に
種
を
播マ

き
、
旧
暦
七
月
に
収
穫
し
た
。
大
豆
の
栽
培
法 

は
、
旧
暦
三
、
四
月
頃
、
収
穫
を
予
定
し
て
い
る
甘
藷
畑
の
全
面 

に
二
、
三
粒
あ
て
小
穴
を
掘
っ
て
播
種
し
た
。 

 

収
穫
は
、
好
天
を
み
は
か
ら
っ
て
根
を
切
り
、
日
干
し
し
て
お 

き
、
ニ
ン
プ
ー
ま
た
は
蓆
を
敷
き
、
豆
打
ち
棒
（
め
ぐ
り
棒
）
を 

つ
か
っ
て
脱
粒
し
た
。 

 
 

 

甘
藷
（
ウ
ン
） 

 

昭
和
十
年
頃
ま
で
栽
培
さ
れ
た
甘
藷
の
種
類
は
、
ク
ラ
ガ
ー
・ 

ナ
ガ
パ
マ
・
ト
ゥ
マ
イ
ク
ル
ー
・
パ
ナ
ウ
テ
ー
と
よ
ば
れ
る
在
来 

種
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

苗
蔓ツ

ル

は
畑
に
生
育
中
の
若
い
蔓
を
良
苗
と
す
る
が
、
植
え
付
け 

後
旱カ

ン

天
が
続
く
と
き
は
、
若
蔓
よ
り
も
硬
い
蔓
が
活
着
が
良
い
。 

 
１ 

植
え
付
け 

 

ヒ
（
ピ
）
ラ
ウ
イ 

平
植
え
の
こ
と
で
、
畦
立
て
を
せ
ず
耕
し 

た
平
地
に
無
正
条
に
蔓
を
さ
し
込
み
、
土
を
か
ぶ
せ
て
お
さ
え
て 

お
く
。 

(三 )  

(四 )  (五 )  



 
ア
ナ
ウ
イ
（
穴
植
え
） 

約
一
尺
五
寸
か
ら
二
尺
の
間
隔
に
小 

穴
を
掘
り
、
堆
肥
を
入
れ
て
土
を
か
ぶ
せ
、
蔓
を
さ
し
、
伸
び
た 

蔓
の
葉
柄
の
付
け
根
に
土
を
か
ぶ
せ
る
。
ア
ナ
ウ
イ
は
イ
モ
は
太 

い
が
ヒ
ラ
ウ
イ
よ
り
も
収
量
が
少
な
い
こ
と
や
畑
を
む
だ
に
す
る 

の
で
、
常
食
用
に
は
し
な
か
っ
た
。
主
に
家
普
請
と
か
砂
糖
製
造 

期
の
共
同
作
業
等
の
た
め
で
あ
っ
た
。 

 

ペ
ン 

イ
モ
を
収
穫
す
る
際
に
土
中
に
残
っ
た
イ
モ
が
勢
い
よ 

く
芽
を
出
す
。
こ
れ
を
ム
ン
ジ
ャ
ン
と
い
う
。
こ
の
ム
ン
ジ
ャ
ン 

の
蔓
を
伸
ば
し
、
蔓
を
四
方
に
配
置
し
て
中
耕
を
行
い
、
葉
柄
の 

付
け
根
に
土
を
か
ぶ
せ
る
。
こ
れ
を
「
ペ
ン
を
た
て
る
」
と
い
っ 

た
。
原
始
的
と
思
わ
れ
る
が
、
干
ば
つ
で
甘
藷
の
植
え
付
け
の
で 

き
な
い
年
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
合
理
的
な
生
活
の
知
恵
と 

い
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

２ 

ト
イ
ケ
ー
ウ
ン 

 

ト
イ
ケ
ー
ウ
ン
と
は
、
言
葉
の
ま
ま
解
す
る
と
、
ウ
ン
（
イ
モ
） 

を
取
り
替
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
野
生
化
し
た
の
を
元
に
も
ど
す
、 

改
良
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
方
法
が 

と
ら
れ
た
。 

 

そ
の
一
つ
は
、
菓
を
つ
け
た
ま
ま
葉
柄
を
切
断
し
、
切
断
し
た 

部
分
か
ら
葉
柄
を
四
つ
に
裂
き
、
裂
い
た
部
分
を
丁
寧
に
土
に
埋 

め
て
お
く
と
、
約
二
％
の
比
率
で
発
根
し
土
際
か
ら
芽
を
出
す
。 

こ
れ
を
ト
イ
ケ
ー
ウ
ン
の
葉
と
よ
ん
だ
。 

 

そ
の
二
つ
は
、
収
穫
す
る
と
き
イ
モ
が
数
個
以
上
つ
け
て
い
る 

蔓
を
か
ま
ど
に
下
げ
て
お
き
、
そ
れ
を
埋
め
て
蔓
を
出
さ
せ
た
。 

 

こ
の
二
つ
の
改
良
法
は
慶
応
生
ま
れ
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
き 

で
あ
る
が
、
明
治
十
年
代
生
ま
れ
ま
で
継
承
さ
れ
た
技
術
で
あ
る
。 

 
 

 

植
物
学
上
で
は
こ
の
方
法
（
栄
養
繁
殖
）
に
よ
っ
て
野
生
化
（
フ（

ヲ 

ウ ウ
）

ー
ニ
）
し
た
も
の
が
、
純
系
種
（
ミ
ー
ニ
）
に
も
ど
る
と
い
う 

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
品
種
改
良
が
で 

き
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

 

タ
ー
ム
ジ
（
田
ム
ジ
） 

 

ム
ジ
は
里
芋
の
こ
と
で
、
畑
（
パ
ッ
タ
イ
）
ム
ジ
と
田
（
タ
ー 

ム
ジ
が
あ
る
。
パ
ッ
タ
イ
ム
ジ
を
ト
ー
（
唐
）
ム
ジ
と
も
よ
ん
だ
。 

 

タ
ー
ム
ジ
は
、
水
持
ち
の
よ
い
田
（
湿
田
・
ム
タ
ダ
ー
・
ヒ
（
シ
） 

チ
ャ
ミ
ン
タ
ダ
ー
）
の
周
辺
に
植
え
ら
れ
、
イ
モ
は
一
月
十
五
日 

（
チ
キ
ナ
ー
・
正
月
の
月
の
中
間
）
の
ウ
ン
ニ
ー
マ
イ
（
イ
モ
練 

り
飯
）
に
入
れ
る
慣
行
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
茎
は
生
の
ま
ま
野 

菜
に
な
っ
た
。 

(六 )  



 
 

 

ビ
ー
（
藺
草
） 

 

藺
草
は
、
井
戸
水
の
流
れ
る
一
帯
や
用
水
池
の
水
系
の
湿
潤
地 

帯
に
栽
培
し
た
。
一
度
植
え
付
け
て
お
き
、
雑
草
を
除
去
す
れ
ば 

四
、
五
年
は
植
え
か
え
な
く
て
よ
い
。
収
穫
し
て
二
つ
割
り
に
し 

日
干
し
し
て
製
品
に
す
る
。 

 

奄
美
各
島
で
も
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
九
年 

度
、
た
だ
与
論
町
だ
け
面
積
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た 

り
収
量
八
一
〇
キ
ロ
、
生
産
高
二
四
ト
ン
、
生
産
額
一
八
四
八
千 

円
の
記
録
が
あ
る
の
を
最
後
に
、
大
島
支
庁
刊
行
『
奄
美
群
島
の 

概
況
』 

に
あ
ら
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

与
論
島
産
の
畳
表
の
特
別
品
（
縦
糸
の
小
縄
は
ア
ダ
ン
の
気
根 

を
裂
い
て
作
っ
た
も
の
）
は
、
柔
道
場
等
の
畳
と
し
て
名
声
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
畳
表
は
与
論
の
特
産
品
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

 
 

 

フ
（
ヲ
）

ゥ
ギ
（
甘
蔗
） 

 
 

 
 

 

甘
蔗
は
「
荻オ

ギ

」
の
語
を
根
に
し
て
、
集
落
に
よ
り
「
フ
ゥ
ギ
」
、 

「
ヲ
ゥ
ギ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
在
来
の
「
シ
マ
（
島
） 

フ
ゥ
ギ
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
直
川
智
翁
が
も
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ら
し
た
と
い
う
支
那
ビ
ン
州
の
在
来
種
が
普
及
し
た
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

記
録
の
上
で
明
ら
か
な
の
は
、
「
読
谷
山
種
」
、
「
赤
キ
ビ
」
と 

よ
ば
れ
る
ジ
ャ
バ
産
種
、
大
茎
種
で
あ
る
。
次
に
こ
の
三
種
に
つ 

い
て
述
べ
る
。 

 

１ 

ア
ー
フ
ギ 

（
ジ
ャ
バ
産
種
） 

 

牧
義
森
氏
の
『
奄
美
大
島
の
帰
化
植
物
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十 

八
年
、
時
の
大
島
島
司
宮
里
氏
が
、
小
笠
原
か
ら
導
入
し
た
が
、 

製
糖
用
原
料
と
し
て
普
及
す
る
に
至
ら
ず
、
生
食
用
と
し
て
本
土 

へ
土
産
用
等
に
供
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
。 

 

ア
ー
（
赤
）
フ
ギ
と
よ
ば
れ
る
俗
称
は
、
皮
が
薄
い
赤
色
を
帯 

び
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
与
論
島
で
も
一
時
栽
培
さ
れ
、 

読
谷
山
種
に
交
じ
っ
て
生
え
て
い
た
の
を
大
正
末
年
生
ま
れ
も
記 

憶
し
て
い
る
。
読
谷
山
種
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
姿
を
消
し
た
。 

 

２ 

ユ
ン
タ
ン
種
（
読
谷
山
種
） 

  

ユ
ン
タ
ン
ダ
と
も
よ
ん
で
い
た
。
牧
義
森
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
二 

十
五
年
、
時
の
大
島
支
庁
は
沖
縄
で
改
良
し
た
読
谷
山
種
を
導
入 

し
て
郡
内
に
普
及
し
、
製
糖
用
原
料
の
増
産
を
図
っ
た
と
い
う
。 

 

つ
い
で
に
ユ
ン
タ
ン
種
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
沖 

縄
県
読
谷
村
（
読
谷
山
間
切
）
の
比
嘉
次
郎
氏
が
、
在
来
種
か
ら 

選
抜
（
芽
条
変
異
）
し
て
育
成
し
、
明
治
二
十
七
年
に
「
読ユ

ン

谷
山

タ

ン

ザ 

(七 )  (八 )  



種シ
ュ

」
と
命
名
し
た
。
そ
れ
以
来
、
大
正
十
二
年
頃
大
茎
種
が
導
入 

さ
れ
る
ま
で
、
沖
縄
で
は
読
谷
山
種
を
栽
培
し
た
。 

 

大
島
支
庁
が
読
谷
山
種
を
導
入
し
た
の
が
明
治
二
十
五
年
で
、 

こ
れ
が
各
島
に
ど
の
よ
う
に
普
及
し
た
か
、
明
治
年
間
に
つ
い
て 

は
資
料
が
得
ら
れ
な
い
。
大
正
以
降
は
大
正
十
五
年
に
刊
行
さ
れ 

た
『
大
島
々
治
概
要
付
振
興
策
』
に 

 
 

大
正
元
年
ヨ
リ
同
九
年
度

甘

苗
圃
を
設
置
シ
甘

苗
ヲ 

 

育
成
シ
無
償
ニ
テ

苗
ヲ
配
布
シ
以
テ
優
良
ナ
ル
甘

品
種
ノ 

 

普
及
ヲ
図
リ
ツ
ツ
ア
リ
シ
ガ
大
正
十
年
度
ヨ
リ

苗
配
布
二
関 

 

ス
ル
事
業
ハ
島
庁
二
於
テ
施
行
セ
リ 

と
あ
り
、
読
谷
山
種
は
大
正
年
間
に
は
各
島
に
あ
ま
ね
く
普
及
し 

た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

栽
培
法
は
、
先
進
農
家
で
は
改
良
方
法
に
し
た
が
い
小
畦
を
つ 

く
り
条
植
え
に
し
た
が
、
一
般
農
家
は
在
来
種
の
頃
と
同
じ
く
平 

畑
に
無
正
条
に
フ
（
ヲ
）
ギ
チ
ャ
ニ
を
挿
し
込
ん
だ
。
基
肥
に
は 

ソ
テ
ツ
菓
・
藻
・
ウ
ン
バ
ミ
（
ム
）
・
イ
を
入
れ
た
。
あ
る
い
は 

ワ
ク
（
中
耕
）
を
す
る
時
に
埋
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

３ 

大
茎
種 

 

奄
美
に
大
茎
種
を
導
入
し
た
発
端
か
ら
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

大
島
糖
業
試
験
場
の
栽
培
主
任
で
あ
っ
た
牧
義
森
氏
は
、
大
正
十 

三
年
ジ
ャ
バ
か
ら
台
湾
に
移
入
さ
れ
た
新
品
種
「
二
七
二
五
Ｐ
Ｏ 

Ｊ
」
を
、
一
本
入
手
し
、
一
芽
苗
に
し
て
増
殖
し
普
及
を
図
っ
た
。 

そ
れ
を
大
茎
種
と
仮
称
し
た
。 

 

大
茎
種
は
生
育
も
よ
く
糖
度
も
高
い
の
で
有
望
種
で
あ
る
こ
と 

が
確
認
さ
れ
、
支
庁
長
小
林
三
郎
氏
は
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と 

に
し
、
大
島
支
庁
の
地
方
技
師
豊
島
林
良
氏
等
を
台
湾
に
派
遣
し 

て
、
二
七
二
五
Ｐ
Ｏ
Ｊ
の
苗
十
万
本
を
導
入
し
た
の
は
昭
和
初
年 

で
あ
っ
た
。
恵
原
義
盛
氏
に
よ
れ
ば
「
導
入
し
た
十
万
本
は
ま
ず
東 

方
村
（
現
瀬
戸
内
町
）
の
嘉
鉄
・
清
水
、
喜
界
の
坂
嶺
、
早
町
村
の 

白
水
、
天
城
村
の
阿
布
木
名
・
浅
間
、
与
論
村
の
麦
屋
に
配
布
し 

て
増
殖
さ
せ
た
の
が
ひ
ろ
が
り
、
二
、
三
年
後
に
は
全
群
島
に
普 

及
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
与
論
島
に
大
茎
種
が
入
っ 

た
の
は
昭
和
八
年
頃
と
聞
い
て
い
る
が
、
と
に
か
く
昭
和
十
年
以 

内
に
導
入
さ
れ
、
次
第
に
一
般
農
家
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。 

 
大
茎
種
の
栽
培
は
畦
間
と
株
間
の
基
準
が
示
さ
れ
、
基
肥
と
し 

し
て
蘇
鉄
葉
や
堆
肥
・
大
豆
粕カ

ス

・
過
燐リ

ン

酸
石
灰
等
の
施
用
が
奨
励 

さ
れ
た
。 

 

在
来
種
（
島
フ
ギ
）
か
ら
読
谷
山
種
の
栽
培
に
移
っ
て
も
、
平 



畑
に
無
正
条
で
密
植
し
て
い
た
久
し
い
間
の
慣
行
は
、
畦
立
法
に 

改
善
さ
れ
、
中
耕
・
土
寄
せ
や
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
（
塩
の
よ
う
に 

見

え

る

の

で

塩

肥

マ
シ
ユ
ゴ
イ

と

よ

ん

だ

）

を

追

肥

す

る

な

ど

、

砂

糖

キ

ビ 

の
栽
培
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

新
品
種
の
導
入
や
糖
業
改
善
に
成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
、
名
瀬 

に
設
立
さ
れ
て
い
た
県
立
糖
業
講
習
所
を
修
了
し
た
大
角
龍
矢
氏 

ら
が
帰
付
し
て
模
範
的
な
経
営
を
し
た
こ
と
や
、
民
間
の
指
導
に 

当
た
っ
た
こ
と
が
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
か
ね
ば 

な
ら
な
い
。 

 

二
漁 

 

業 

 

与
論
島
は
本
来
農
業
を
し
な
が
ら
副
食
用
に
漁
獲
を
す
る
生
活 

形
態
で
、
漁
業
を
専
業
と
し
て
農
業
を
全
く
し
な
い
と
い
う
家
は 

な

か

っ

た

。

大

正

末

年

か

ら

昭

和

初

期

に

沖

縄

の

糸

満

で

「

ア 

ギ
ャ
ー
」
（
追
い
込
み
漁
）
と
い
う
漁
法
を
体
験
し
て
帰
島
し
た 

若
者
が
網
元
に
な
り
組
を
つ
く
っ
て
漁
獲
し
、
売
る
よ
う
に
な
っ 

た
の
は
昭
和
初
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
漁
期
が
あ
っ 

て
、
一
年
を
通
じ
て
営
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
半
農
半
漁 

の
域
を
出
ず
生
活
の
基
本
は
農
業
で
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
農
業
を
専
業
と
し
な
が
ら
、
好
天
や
干
潮
に
漁
獲
し 

た
漁
法
の
う
ち
、
既
に
消
滅
し
て
い
る
漁
法
を
次
に
記
す
こ
と
に 

す
る
。 

 
 

 

ハ
キ
チ
ミ
（
カ
キ
漁
） 

 

ハ
キ
チ
ミ
は
、
波
打
ち
際
か
ら
海
の
中
に
円
を
か
く
よ
う
に
石 

垣
を
積
み
ま
わ
し
て
お
き
、
干
潮
の
時
に
囲
い
の
中
か
ら
出
お
く 

れ
た
魚
を
捕
獲
す
る
漁
法
で
あ
る
。
笠
利
湾
の
深
い
入
り
江
の
遠 

浅
に
は
そ
の
跡
が
現
存
し
て
い
る
。 

 

与
論
島
で
は
、
東
海
岸
ト
ウ
ー
シ
の
パ
マ
ゴ
ウ
（
浜
泉
）
の
干 

潮
時
に
あ
ら
わ
れ
る
イ
チ
ャ
ジ
キ
（
根
づ
い
た
岩
盤
）
の
先
端
と 

波
打
ち
際
を
結
ん
だ
石
垣
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
昔
、
ハ 

キ
ビ
ナ
の
浜
で
塩
つ
く
り
を
し
て
い
た
人
た
ち
が
「
ハ
キ
チ
ミ
」 

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
話
は
慶
応
生
ま
れ
の
政 

文
宇
志
翁
か
ら
聞
い
た
も
の
で
、
明
治
初
年
に
は
消
滅
し
て
い
る
。 

 

与
論
島
は
深
い
入
り
江
が
な
い
た
め
大
風
（
台
風
）
の
た
び
に 

垣
が
さ
ら
わ
れ
る
の
で
、
ハ
キ
チ
ミ
漁
は
発
達
し
な
か
っ
た
よ
う 

で
あ
る
。 

 
 

 

マ
チ
ャ
ン 

 

マ
チ
ャ
ン
と
は
待
ち
網
の
こ
と
で
あ
る
。
マ
チ
ャ
ン
は
環
礁
（
ピ 

(一 )  (二 )  



シ
バ
ナ
）
の
外
か
ら
内
側
に
サ
ン
ゴ
礁
の
切
れ
目
が
溝
の
よ
う
に 

通
じ
て
い
る
場
所
に
、
網
を
張
っ
て
魚
の
通
る
の
を
待
つ
漁
法
で 

あ
る
。
環
礁
の
外
海
の
魚
が
環
礁
内
に
入
る
通
り
道
に
な
っ
て
い 

る
か
ら
で
あ
る
。 

 

マ
チ
ャ
ン
の
場
所
は
、
島
の
東
岸
の
船
倉
か
ら
寺
崎
付
近
ま
で 

の
環
礁
の
内
側
に
十
数
ヵ
所
あ
り
、
海
岸
か
ら
環
礁
の
位
置
が
近 

く
に
あ
る
と
い
う
好
条
件
の
場
所
で
あ
る
。 

 

マ
チ
ャ
ン
の
漁
獲
場
は
、
占
有
権
が
あ
り
、
浜
降
り
を
す
る
旧 

暦
三
月
三
日
前
の
数
日
は
、
占
有
者
で
な
け
れ
ば
マ
チ
ャ
ン
は
す 

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
。 

 
 

 

ビ
シ
ア
ン 

 

ビ
シ
ア
ン
は
、
前
日
に
環
礁
内
の
魚
の
通
り
道
と
思
わ
れ
る
サ 

ン
ゴ
礁
の
切
れ
目
に
網
を
張
り
、
網
に
か
か
る
魚
を
捕
る
漁
法
で 

あ
る
。
ま
た
は
、
前
日
に
網
を
仕
掛
け
て
お
き
、
翌
日
網
に
か
か
っ 

て
い
る
魚
を
と
っ
た
。
網
は
ベ
ラ
類
を
捕
る
ほ
ど
の
細
目
で
あ
る 

が
、
太
い
魚
も
網
に
ま
き
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

ビ
シ
網ア

ン

の
「
ビ
シ
」
は
海
の
底
に
座
ら
せ
る
意
味
で
、
綱
の
下 

縁
に
は
シ
ビ
（
タ
カ
ラ
ガ
イ
科
）
と
よ
ぶ
巻
き
貝
の
脊
部
を
割
り 

取
り
、
そ
の
口
の
部
分
を
く
く
り
つ
け
て
重
し
に
し
、
張
っ
た
網 

の
下
縁
が
海
底
に
密
着
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
重
し
を
「
ピ
シ
」 

と
い
っ
た
。 

 

ビ
シ
ア
ン
の
漁
法
は
、
マ
チ
ャ
ン
（
待
ち
網
）
と
同
じ
漁
法
で 

あ
り
、
網
を
仕
掛
け
る
場
所
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る 

だ
け
で
あ
る
。 

 
 

 

ナ
ガ
リ 

 

ナ
ガ
リ
は
、
環
礁
外
で
の
釣
り
で
、
魚
種
に
よ
っ
て
漁
場
が
異 

な
る
。
魚
種
は
主
に
パ
ン
ナ
ガ
・
オ
ー
ミ
で
、
潮
の
流
れ
に
流
さ 

れ
な
が
ら
釣
る
漁
法
で
「
ナ
ガ
リ
」
は
流
れ
を
意
味
す
る
。
大
人 

の
こ
ぶ
し
ほ
ど
の
石
を
ノ
ー
（
釣
り
糸
）
に
結
び
つ
け
、
目
ざ
す 

魚
の
い
る
深
さ
ま
で
届
く
よ
う
に
し
て
い
た
。 

 
 

 

サ
サ
（
笹
）
入
り 

 

島
を
と
り
ま
く
ピ
シ
バ
ナ
は
、
干
潮
時
に
陸
の
よ
う
な
姿
を
あ 

ら
わ
す
。
環
礁
の
く
ぼ
み
の
潮
た
ま
り
に
、
ミ
ジ
ン
ク
サ
（
ル
リ 

ハ
コ
ベ
）
・
パ
ッ
タ
イ
マ
チ
ギ
（
ト
ー
ダ
イ
グ
サ
）
等
の
も
み
汁 

を
入
れ
、
酔
い
し
び
れ
て
穴
か
ら
出
て
く
る
小
魚
を
捕
ら
え
た
。 

 

サ
サ
入
り
は
、
婦
女
子
が
潮
干
狩
り
の
楽
し
み
に
す
る
も
の
で
、 

化

学

薬

品

を

使

っ

て

毒

殺

す

る

の

と

同

じ

観

念

の

も

の

で

は

な 

か
っ
た
。
旧
暦
三
月
三
日
の
浜
降
り
に
は
、
老
弱
婦
女
ピ
シ
バ
ナ 

(三 )  

(四 )  (五 )  



で
の
潮
干
狩
り
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
サ
シ
ノ
ー 

 

環
礁
の
内
海
で
、
干
潮
時
の
深
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
内
外
の
サ
ン 

ゴ
礁
群
で
待
ち
釣
り
を
す
る
漁
法
で
あ
る
。
体
験
に
よ
り
サ
ン
ゴ 

礁
の
穴
に
住
ん
で
い
る
魚
の
種
類
や
大
小
を
判
断
し
、
釣
り
針
の 

太
さ
も
判
別
し
て
餌
を
つ
け
、
ノ
ー
の
長
さ
を
適
度
に
し
て
サ
ン 

ゴ
礁
に
結
び
付
け
て
お
く
。 

 

右
の
方
法
で
数
ヵ
所
仕
掛
け
て
お
き
、
潮
の
満
ち
は
じ
め
る
ま 

で
仕
掛
け
た
場
所
を
巡
回
し
て
、
釣
れ
て
い
る
の
を
捕
獲
し
た
。 

サ
ン
ゴ
礁
を
保
護
色
に
し
て
姿
を
見
せ
な
い
ニ
ー
バ
イ
（
ア
ラ
） 

を
釣
る
に
は
こ
の
漁
法
が
よ
い
と
さ
れ
た
。
餌
は
小
魚
（
ウ
マ
ヌ 

パ
ナ
）
と
か
、
生
タ
コ
・
生
イ
カ
な
ど
が
よ
い
と
さ
れ
た
。 

 

干
潮
の
時
間
内
に
仕
掛
け
か
ら
捕
獲
ま
で
す
る
の
が
普
通
で
あ 

る
が
、
干
潮
時
に
仕
掛
け
て
お
き
翌
日
の
干
潮
時
に
見
回
っ
て
捕 

獲
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
サ
シ
ノ
ー
を
、
チ
ナ
ギ
（
つ
な
ぎ
）
ノ
ー 

と
も
い
い
、
古
く
は
チ
カ
イ
と
も
言
っ
た
と
い
う
。 

 
  

 

ソ
ー
ラ
（
サ
ワ
ラ
）
突
き 

 

サ
ワ
ラ
突
き
は
、
陸
地
か
ら
舟
影
が
視
界
に
入
る
環
礁
外
が
漁 

場
で
あ
る
。
た
い
て
い
三
人
組
み
で
出
漁
し
、
漁
場
で
は
一
人
は 

船
尾
で
舵カ

ジ

を
と
り
、
一
人
は
竿サ

オ

に
つ
る
し
た
木
製
の
疑
似
餌
を
舟 

ば
た
近
く
の
海
面
に
泳
が
せ
て
サ
ワ
ラ
を
お
び
き
寄
せ
、
一
人
は 

餌
を
め
が
け
て
突
進
し
て
く
る
サ
ワ
ラ
を
「
ト
ゥ
ジ
ヤ
」
と
よ
ぶ 

三
つ
又
槍
で
突
く
、
と
い
う
漁
法
で
あ
る
。
あ
る
い
は
突
き
手
自 

身
で
疑
似
餌
を
操
っ
た
方
が
よ
い
と
す
る
突
き
手
も
い
た
。
槍
が 

サ
ワ
ラ
に
命
中
す
る
と
柄
は
脱
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

サ
ワ
ラ
突
き
漁
は
、
出
漁
の
た
び
必
ず
一
匹
は
仕
留
め
ら
れ
る 

と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
サ
ワ
ラ
は
回
遊
漁
で
あ
る
の
で
、 

漁
期
・
漁
場
の
慣
行
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
、
突
き
手
は
体
験 

に
よ
る
熟
練
を
要
し
た
。 

   

三 

防 
 

災 

 

大
正
十
五
年
、
大
島
島
庁
長
中
島
楽
著
『
大
島
々
治
概
要
附
振 

興
策
』
の
「
大
島
郡
民
力
疲
弊
ノ
原
因
」
の
章
に
、 

 
 

大

島

郡

民

ノ

疲

弊

タ

ル

ヤ

決

シ

テ

近

時

起

レ

ル

モ

ノ

ニ

非 

 
ズ
、
由
来
自
然
ガ
其
ノ
絶
エ
ザ
ル
力
ヲ
以
テ
、
島
民
ヲ
脅
威
シ 

 

来
レ
ル
ハ
昔
モ
今
モ
異
ナ
ラ
ズ
、
思
フ
ニ
自
然
ノ
脅
威
ヲ
制
限 

 

シ
是
ガ
管
理
卜
経
営
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ハ
人
ノ
罪
卜
謂
フ
ベ
ク
、
敢 

 

テ
自
然
ノ
罪
制
度
ノ
罪
ヲ
ノ
ミ
問
フ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ 

(六 )  (七 )  



と
述
べ
て
い
る
。 

 

ま
た
、「
天
候
ノ
不
穏
地
勢
ノ
不
利
ニ
対
ス
ル
方
策
」
と
し
て
「
暴 

風
ノ
予
防
法
」
を
挙
げ
、 

 

○ 

暴
風
ノ
都
度
損
害
多
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
学
校
敷
地
ノ
防
風
林 

 
 

ハ
県
令
ヲ
以
テ
設
定
セ
シ
ム
ル
コ
ト 

 

○ 

部
落
個
人
宅
地
ノ
防
風
林
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト 

 

○ 

耕
地
整
理
ヲ
行
フ
ニ
当
リ
テ
ハ
適
当
ニ
防
風
林
ヲ
設
定
シ 

 
 

得
ル
様
設
計
ス
ル
コ
ト 

と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
末
年
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 

が
、
「
由
来
自
然
ガ
其
ノ
絶
エ
ザ
ル
カ
ヲ
以
テ
、
島
民
ヲ
脅
威
シ 

来
レ
ル
ハ
昔
モ
今
モ
異
ナ
ラ
ズ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ 

り
、
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
る
南
西
諸
島
の
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な 

い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
台
風
に
対
す
る
防
風
対
策
を
振
り
返
っ 

て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

 
 

 

屋
敷
の
防
災 

 

１ 

ガ
ジ
マ
ル 

 

方
言
の
ガ
ジ
マ
ル
の
和
名
が
ガ
ジ
ュ
マ
ル
で
榕
樹

ヨ
ウ
ジ
ュ

は
漢
名
で
あ 

る
。
東
ア
ジ
ア
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
に
分
布
す
る
ク
ワ
科
の
植
物
で
、 

種
子
島
・
蜃
久
島
に
も
大
木
が
生
育
し
て
い
る
。
植
栽
さ
れ
た
の 

は
防
風
を
目
的
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
緑
陰
樹
・
風
致
樹 

と
し
て
南
島
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

与
論
島
で
著
名
な
マ
サ
ダ
ガ
ジ
マ
ル
は
、
石
垣
に
気
根
を
下
ろ 

し
て
屋
敷
を
と
り
囲
み
、
外
見
し
て
本
末
不
明
の
古
木
で
あ
り
、 

典
型
的
な
ガ
ジ
マ
ル
の
防
風
林
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
か
つ
て
西
区
字
か
ら
東
区
・
古
里
へ
、
朝
戸
字
か
ら
叶
・ 

那
間
へ
転
居
し
た
屋
敷
の
周
囲
に
、
防
風
林
と
し
て
ガ
ジ
マ
ル
を 

植
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
屋
敷
の
立
木
を
見
て
も
分
か
る 

こ
と
で
あ
る
。
茶
花
・
立
長
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

公
共
の
建
物
で
は
三
小
学
校
の
窓
辺
近
く
に
植
え
ら
れ
、
緑
陰 

樹
と
し
て
そ
の
樹
下
は
児
童
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
面 

防
風
樹
と
し
て
の
役
も
果
た
し
て
い
る
。 

 

ガ
ジ
マ
ル
は
、
挿
し
木
で
容
易
に
活
着
し
、
生
育
も
旺
盛
で
あ 

る
の
で
、
内
陸
の
防
風
に
極
め
て
有
効
な
樹
種
で
あ
る
。 

 

２ 

ア 

カ 

ギ 

 
ア
カ
ギ
は
、
イ
ン
ド
か
ら
台
湾
に
分
布
す
る
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
科 

の

植

物

で

、

沖

縄

首

里

の

金

城

町

に

は

胸

高

の

周

囲

約

五

・

二 

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
三
百
年
と
推
定
さ
れ
る
ア
カ
ギ
群
が
あ
り
、
名 

護
市
に
試
験
場
の
防
風
林
と
し
て
植
え
た
並
木
は
実
に
見
事
で
あ 

(一 )  



る
。
奄
美
諸
島
で
は
大
島
支
庁
前
の
永
田
川
ほ
と
り
に
林
立
す
る 

ア
カ
ギ
並
木
が
、
支
庁
な
ら
び
に
名
瀬
小
学
校
を
包
む
よ
う
に
し 

て
台
風
か
ら
守
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
大
島
支
庁
は
明
治
三
十
七
年
か
ら
樹
苗
圃ホ

を
設
置
し 

て
樹
苗
を
育
成
し
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と
大
正
八
年
以
前
に
九 

千
九
百
九
十
本
、
大
正
十
年
度
に
四
百
本
郡
内
に
配
布
し
て
植
栽 

さ
せ
て
い
る
。 

 

与
論
島
に
植
栽
さ
れ
た
の
は
前
記
の
配
布
の
頃
と
推
察
さ
れ
、 

学
校
な
ど
公
共
施
設
の
敷
地
に
植
え
ら
れ
た
。
大
島
支
庁
は
防
風 

樹
と
し
て
配
布
し
た
よ
う
で
、
与
論
尋
常
高
等
小
学
校
の
正
門
と 

校
舎
の
西
側
、
茶
花
小
学
校
の
東
側
な
ど
、
昭
和
初
年
に
は
成
木
に 

生
長
し
、
緑
陰
を
兼
ね
る
防
風
樹
で
あ
っ
た
。
台
湾
で
は
茄
苳

カ

タ

ン

と
よ 

ば
れ
て
い
る
木
で
、
奄
美
群
島
に
は
台
湾
か
ら
導
入
さ
れ
た
。 

 

３ 

フ 

ク 

ギ 

 

フ
ク
ギ
は
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
の
喬
木
で
原
産
地
は
イ
ン
ド
だ 

と
い
う
。
沖
縄
県
で
は
先
島
か
ら
沖
縄
本
島
の
各
家
の
防
風
樹
、 

ま
た
集
落
の
防
風
林
と
し
て
植
え
ら
れ
て
お
り
、
沖
縄
の
景
観
を 

形
成
し
て
い
る
。 

 

奄
美
群
島
の
、
和
泊
町
西
原
・
大
和
村
国
直
・
龍
郷
町
龍
郷
の 

西
郷
隆
盛
流
謫

ル

タ

ク

屋
敷
跡
な
ど
に
林
立
す
る
フ
ク
ギ
は
、
胸
高
の
周 

り
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
な
か
で
も
国
直
の
フ
ク
ギ
は
海 

岸
の
砂
地
に
立
ち
並
ん
で
、
吹
き
つ
け
る
海
風
を
さ
え
ぎ
っ
て
国 

直
の
各
家
を
守
っ
て
い
る
。 

 

与
論
島
は
城
字
に
屋
敷
を
囲
み
、
ま
た
点
々
と
構
え
ら
れ
て
い 

る

。

朝

戸

字

と

西

区

字

の

境

界

の

県

道

北

側

に

胸

高

の

周

り

約 

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
フ
ク
ギ
の
大
木
が
、
屋
敷
の
前
に
立
ち
並
ん 

で
い
る
。
フ
ク
ギ
は
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
中
間
寄
主
と
さ
れ
て
い 

た
が
、
既
に
撲
滅
さ
れ
、
今
後
発
生
し
た
と
し
て
も
再
び
撲
滅
で 

き
る
と
い
う
前
例
が
あ
る
の
で
、
海
岸
砂
丘
の
モ
ク
マ
オ
ウ
林
の 

中
に
フ
ク
ギ
を
育
て
る
こ
と
と
し
た
。
百
年
後
は
島
守
り
の
防
風 

林
と
し
て
、
ま
た
す
ば
ら
し
い
景
観
が
形
成
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。 

 

４ 

デ
ー
ク 

 

暖
竹

ダ
ン
チ
ク

を
和
名
で
「
よ
し
た
け
」
と
い
い
、
与
論
島
で
は
デ
ー
ク 

と
よ
ん
で
い
る
。
イ
ネ
科
の
多
年
生
草
本
で
暖
地
の
海
岸
付
近
に 

自
生
し
て
い
る
。 

 

与
論
島
で
は
畑
地
や
そ
の
一
部
分
に
造
成
す
る
屋
敷
の
周
囲
に 

盛
り
土
を
し
て
、
そ
の
上
に
デ
ー
ク
を
構
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と 

い
う
。
デ
ー
ク
は
活
着
が
よ
い
う
え
生
育
旺
盛
で
、
ガ
ジ
マ
ル
な 



ど
の
防
風
樹
が
生
育
す
る
ま
で
の
間
の
防
風
と
、
盛
り
土
の
流
失 

を
防
ぐ
の
に
有
効
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

内
陸
の
防
災 

 

１ 

シ
チ
チ 
（
シ
ト
ゥ
チ
） 

 

ソ
テ
ツ
は
沖
縄
か
ら
九
州
南
部
宮
崎
県
の
都
井
岬
・
肝
属
郡
内 

之
浦
町
・
指
宿
郡
山
川
町
・
川
辺
郡
坊
津
町
を
北
限
と
し
て
自
生 

し
て
い
る
。
か
つ
て
沖
縄
や
奄
美
群
島
に
「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と
い 

う
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
南
島
に
お
い
て
は
ソ
テ
ツ
の
実
は
お 

ろ
か
幹
ま
で
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
災
厄
の
年
が
あ
っ
た
。 

 

そ

れ

で

藩

政

時

代

か

ら

義

務

的

に

ソ

テ

ツ

を

栽

植

し

て

い

た 

が
、
他
面
で
は
、
唯
一
の
有
機
質
肥
料
源
・
燃
料
・
屋
根
修
理
材
・ 

防
風
林
と
し
て
、
山
野
を
は
じ
め
畑
地
の
境
界
、
広
い
耕
地
の
区 

画
・
仕
切
り
に
栽
植
さ
れ
た
。 

 

内
陸
の
畑
地
を
は
じ
め
、
海
岸
砂
丘
近
く
の
畑
地
の
区
画
に
植 

え
て
あ
る
の
は
、
凶
荒
時
の
備
え
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
防
風
・ 

防
潮
・
防
砂
の
た
め
に
植
え
た
の
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
南
島
に 

と
っ
て
ソ
テ
ツ
は
天
恵
と
い
え
よ
う
。 

 

２ 

ギ 

シ 

キ 

 

与
論
島
で
は
ギ
シ
キ
を
一
般
に
ス
ス
キ
と
よ
ん
で
い
る
が
、
正 

確
に
は
ト
キ
ワ
ス
ス
キ
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
屋
根
茸
き
に
用
い 

た
も
の
で
あ
る
。 

 

ソ
テ
ツ
の
株
間
に
混
植
す
る
と
か
、
荒
地
や
畑
地
の
区
画
の
仕 

切
り
に
植
え
、
防
風
や
土
の
流
失
防
止
に
な
っ
た
。 

 
 
 

海
岸
地
帯
の
防
災 

 

１ 

ホ
ー
ブ
シ 

 

和
名
で
は
ハ
マ
ゴ
ウ
と
い
い
、
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
の
小
木
で
熱
帯 

か
ら
温
帯
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。
海
岸
の
砂
地
に
横
に 

は
い
、
潮
風
に
強
く
防
風
・
防
砂
の
た
め
に
構
え
ら
れ
た
と
い
わ 

れ
る
が
、
ま
た
各
所
に
自
生
も
見
ら
れ
る
。 

 

慶
応
生
ま
れ
の
古
老
の
体
験
に
よ
れ
ば
、
明
治
中
期
の
頃
、
内 

陸
に
自
生
し
て
い
る
の
を
採
取
し
て
、
東
海
岸
砂
丘
に
植
え
た
こ 

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

２ 

ユ
ナ
（
ユ
ウ
ナ
） 

 

ア
オ
イ
科
で
和
名
を
ハ
マ
ボ
ウ
と
よ
ぶ
。
内
地
の
ハ
マ
ボ
ウ
は 

幹
も
菓
も
小
さ
く
夏
期
に
花
を
咲
か
せ
、
冬
は
落
葉
す
る
。
と
こ 

ろ
が
、
沖
縄
・
奄
美
群
島
の
ハ
マ
ボ
ウ
は
四
季
を
通
じ
常
緑
で
、 

幹
も
菓
も
内
地
の
ハ
マ
ボ
ウ
よ
り
大
き
い
。
そ
れ
で
オ
オ
ハ
マ
ボ 

ウ
と
も
い
わ
れ
る
。
与
論
島
で
は
ユ
ナ
ま
た
は
ユ
ウ
ナ
と
い
う
。 

(二 )  

(三 )  



 
古
老
に
よ
れ
ば
明
治
の
中
頃
、
防
風
樹
と
し
て
砂
糖
製
造
小
屋 

（
さ
た
や
ー
）
の
近
く
に
植
え
る
と
か
、
海
岸
砂
丘
の
官
有
地
と 

民
有
地
の
境
に
防
風
林
と
し
て
植
え
た
と
い
う
。
葉
は
牛
の
飼
料 

に
な
る
の
で
、
一
時
オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
を
植
栽
す
る
風
潮
が
高
ま
っ 

た
と
い
わ
れ
る
。 

 

明
治
初
年
に
村
の
事
業
と
し
て
海
岸
砂
丘
地
に
小
穴
を
掘
り
土 

を
入
れ
、
藁
を
風
よ
け
に
埋
め
て
オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
を
植
え
付
け
た 

が
成
果
を
上
げ
得
な
か
っ
た
。 

 

３ 

ト
ゥ
ン
べ
ン 

（
ト
ゥ
ン
ビ
ャ
ン
） 

 

和
名
の
龍
舌
蘭
を
、
与
論
島
で
は
ト
ゥ
ン
べ
ン
ま
た
は
ト
ゥ
ン 

ビ
ャ
ン
と
よ
ぶ
。
メ
キ
シ
コ
原
産
で
熱
帯
ア
メ
リ
カ
に
も
分
布
す 

る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
草
本
で
あ
る
。 

 

日
本
に
渡
来
し
た
の
は
、
上
原
敬
二
著
『
樹
木
大
図
説
』
に
よ 

れ
ば
「
明
治
以
前
に
日
本
に
入
る
」
と
あ
る
が
、
奄
美
群
島
や
沖 

縄
群
島
に
入
っ
た
の
は
記
録
に
な
く
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
『
奄 

美
郷
土
研
究
会
報
』
第
六
号
に
、
牧
義
森
氏
は
「
明
治
二
十
年
頃
、 

鹿
児
島
市
出
身
の
植
物
学
者
田
代
安
定
氏
は
、
植
物
採
集
の
た
め 

八
重
山
群
島
に
行
き
帰
途
、
同
地
よ
り
龍
舌
蘭
を
持
参
し
、
高
千 

穂
神
社
境
内
に
植
え
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
名
瀬
市
の
こ 

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
奄
美
大
島
へ
渡
来
し
た
最
初
と
す
る
の
か 

不
詳
で
あ
り
、
ま
た
各
島
へ
の
渡
来
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。 

 

龍
舌
蘭
は
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
「
琉
球
で
は
七

―
八
年
目
に
開 

花
し
、
母
株
は
開
花
後
枯
れ
る
が
子
株
が
多
く
出
る
」
と
あ
り
、 

樹
木
類
の
よ
う
に
古
木
（
古
株
）
が
な
い
の
で
、
渡
来
し
た
時
代 

を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

与
論
島
は
、
主
に
防
砂
の
た
め
に
海
岸
砂
丘
や
民
有
地
に
も
植 

え
て
あ
る
。
与
論
城
跡
一
帯
の
崖
や
石
垣
に
た
く
ま
し
く
根
を
張 

り
、
天
に
つ
き
立
つ
棒
状
の
花
茎
は
古
城
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う 

に
見
え
る
。 

 

４ 

ア 

ダ  

ニ 

 

ア
ダ
ン
を
与
論
島
で
は
ア
ダ
ニ
と
よ
ん
で
い
る
。
暖
地
に
広
く 

分
布
す
る
タ
コ
ノ
キ
科
で
、
そ
の
状
態
が
タ
コ
に
似
る
の
で
そ
の 

名
が
あ
る
と
い
う
。 

 

気
根
が
垂
れ
て
根
づ
き
、
横
ば
い
で
生
育
し
、
防
風
・
防
潮
・ 

防
砂
を
は
じ
め
、
内
陸
で
防
風
の
た
め
に
植
え
た
も
の
も
あ
る
し
、 

自
生
の
も
の
が
防
風
林
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。 

 

明
治
中
期
の
頃
、
役
場
か
ら
海
岸
砂
丘
に
植
え
さ
せ
た
こ
と
が 

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
砂
丘
の
官
有
地
と
民
有
地
の
境
に
は
、 



土
地
所
有
者
が
植
え
て
い
る
。 

 

５ 
ヤ 

ナ 

ギ 

 

麦
屋
出
身
の
古
老
は
、
相
思
樹
を
ヤ
ナ
ギ
と
よ
ん
だ
。
そ
れ
は
、 

相
思
柳
と
か
台
湾
柳
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
の
よ
う 

で
あ
る
。
マ
メ
科
で
台
湾
か
ら
導
入
さ
れ
た
。 

 

大
島
支
庁
は
、
大
正
十
三
年
以
前
に
相
思
樹
を
郡
内
各
島
に
二 

万
八
百
三
十
八
本
、
大
正
九
年
に
四
千
八
百
五
十
本
、
大
正
十
年 

に
千
七
百
七
十
本
、
大
正
十
二
年
に
三
千
本
、
大
正
十
三
年
に
九 

千
百
二
十
本
、
計
四
万
七
十
八
本
を
配
布
し
て
い
る
。
与
論
島
は 

昭
和
六
年
頃
に
砂
丘
に
植
え
付
け
た
が
定
着
し
て
い
な
い
。 

 

６ 

ギ
ン
ネ
ム 

 

マ
メ
科
の
ギ
ン
ネ
ム
（
ギ
ン
ゴ
ウ
カ
ン
）
は
、
相
思
樹
が
不
成 

功
に
終
わ
っ
た
後
、
台
湾
か
ら
導
入
さ
れ
、
昭
和
八
年
頃
、
海
岸 

砂
丘
地
に
植
え
ら
れ
た
と
き
は
定
着
し
な
か
っ
た
が
、
現
在
路
辺 

に
生
育
し
て
い
る
。 

 

７ 

モ
ク
マ
オ
ウ 

 

モ
ク
マ
オ
ウ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
産
で
、
小
笠
原
諸
島
に 

渡
来
し
、
明
治
三
十
五
年
に
小
笠
原
諸
島
か
ら
台
湾
に
導
入
さ
れ 

た
。
沖
縄
に
は
明
治
四
十
一
年
に
導
入
さ
れ
た
。 

 

大
島
支
庁
は
、
大
正
末
期
の
頃
、
林
務
課
の
造
林
苗
園
で
砂
丘 

造
林
用
に
モ
ク
マ
オ
ウ
を
仕
立
て
、
郡
内
各
島
に
配
布
し
て
モ
ク 

 

マ
オ
ウ
の
砂
丘
造
林
を
推
進
し
た
。 

 

与
論
島
の
モ
ク
マ
オ
ウ
植
林
は
、
野
口
才
蔵
編
著
『
南
島
与
論 

島
の
文
化
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
二
年
で
あ
っ
た
と
い
う
。
島
の 

東
海
岸
砂
丘
・
ハ
キ
ビ
ナ
・
茶
花
・
那
間
の
海
岸
に
立
ち
は
だ
か 

り
海
風
か
ら
島
を
守
る
島
守
り
の
木
に
育
っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦 

争
後
は
、
学
枚
再
建
の
材
と
な
り
、
ま
た
現
在
で
は
風
致
林
と
し 

て
景
観
を
つ
く
り
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。 


